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1. 2026年度 第1四半期決算概要 実績

売上高 7,276億円 （＋1,267億円 増収）

物流事業
航空・海上貨物の取扱量の増加に加え、2025年度に実施した欧州地域における
ヘルスケア物流事業の買収により増収（＋859億円 増収）

経常利益 712億円 （＋152億円 増益）

ドライバルク事業
各船型の市況良化、為替の円安に加えて、ホルムズ海峡封鎖を背景とした
燃料価格の急激な上昇に伴う評価性由来の収支影響等により増益（＋222億円 増益）

親会社株主に帰属する

四半期純利益 671億円 （＋168億円 増益）

1Q振り返り（前年同期比 ）
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1. 2026年度 第1四半期決算概要 実績

定期船 100億円（▲20億円 減益）

堅調な輸送需要を背景に、運賃市況は前年同期を上回った一方、

ホルムズ海峡封鎖の影響による原油価格上昇の影響を受け、燃料価格が上昇

物流 ▲24億円（▲56億円 減益）

航空貨物取扱事業

アジア太平洋地域を中心とした旺盛な需要に支えられ、

取扱量が前年同期を上回り、利益水準も前年同期を上回る

海上貨物取扱事業

取扱量は前年同期を大幅に上回ったものの、仕入れ価格が先行して

上昇したこと等により、利益水準は前年同期を下回る

ロジスティクス事業

• アジア地域において前年同期比で増益を確保した一方、

一部地域における取扱量の減少等により、利益水準は前年同期を下回る

• 2025年度に実施した欧州地域におけるヘルスケア物流事業の買収に伴い、

のれん償却費等を計上

セグメント別（ 経常損益 前年同期比 ）
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1. 2026年度 第1四半期決算概要 実績

自動車 168億円（▲120億円 減益）

輸送台数は前年同期並みの水準を維持し、為替が前年同期比で円安に推移したこと

等により売上高は増加したものの、ホルムズ海峡封鎖に伴うルート変更や燃料費の

増加、港湾混雑等による運航コストの上昇等により、利益水準は前年同期を下回る

ドライバルク 194億円（＋222億円 増益）

各船型の市況は前年同期の水準を大きく上回り、為替が前年同期比で円安に推移し

たことや、ホルムズ海峡封鎖を背景とした燃料価格の急激な上昇に伴う評価性由来

の収支影響等により、利益水準は前年同期を上回る

エネルギー 239億円（＋118億円 増益）

VLCC・VLGC・石油製品タンカー

ホルムズ海峡封鎖の影響を受け、市況が上昇。VLCCの市況は歴史的な高水準に。

VLGC・石油製品タンカーでは、中東地域からの出荷減少を補う形での北米産貨

物の出荷増加に伴い輸送距離が伸長し、船腹需給が引き締まって市況が上昇

LNG船 中長期契約に支えられて堅調に推移

海洋事業

各FPSOは順調に稼働するものの、前年同期に計上された新規FPSOの稼働開始

に伴う一過性利益の剥落により、利益水準は前年同期比で低下

セグメント別（ 経常損益 前年同期比 ）
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2026年度 第1四半期決算（サマリー） 1Q決算

(億円) 1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期 1Q

売上高  6,009  5,811  11,821 6,299  6,116  12,415  24,236  7,276  1,267

営業損益  339  258  598  395  391  787  1,386  577  237

経常損益  559  626  1,186  457  467  924  2,111  712  152

親会社株主に

帰属する

当期純損益
 502  480  983  481  652  1,134  2,117  671  168

為替レート ¥145.32 ¥147.04 ¥146.18 ¥153.20 ¥155.34 ¥154.27 ¥150.23 ¥159.89 ¥14.57

燃料価格（全種） $578.60 $558.15 $568.27 $525.56 $496.90 $511.72 $539.11 $722.71 $144.11

2026年度2025年度 1Q

比較

増減

（※）2025年度に係る各数値については、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の内容を反映した数値を記載
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前年度比較（セグメント別）

（上段）売上高 （下段）経常損益

1Q決算

（注1）2025年度に係る各数値については、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の内容を反映した数値を記載
（注2）2026年度１Ｑより、報告セグメントの区分を一部変更。2025年度のセグメント情報も組替再表示

- 従来「ライナー＆ロジスティクス事業」に含めていた航空運送事業は「その他事業」に含めて表示
- 従来「エネルギー事業」に含めていた燃料炭事業は「ドライバルク事業」に含めて表示

（注3）2026年度１Ｑより、費用配賦方法を一部変更。2025年度のセグメント情報も組替再表示
- 「全社」費用の一部を各セグメントに配賦する方法、各セグメントに帰属する利息費用等を配賦する方法を変更

事業

セグメント

(億円) 1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期 1Q

445 454 899 458 450 909 1,809 471 26

120 212 333 25 102 128 461 100 ▲ 20

1,852 1,956 3,808 2,137 2,101 4,238 8,047 2,711 859

32 30 62 28 2 31 94 ▲ 24 ▲ 56

1,280 1,259 2,540 1,414 1,314 2,728 5,268 1,443 162

288 201 490 270 196 467 957 168 ▲ 120

1,358 1,435 2,793 1,541 1,439 2,980 5,774 1,748 390

▲ 27 12 ▲ 15 47 77 124 109 194 222

481 498 979 526 591 1,118 2,097 667 186

120 182 303 96 124 220 523 239 118

819 440 1,260 471 492 964 2,224 574 ▲ 245

29 4 33 17 ▲ 1 16 50 45 15

▲ 228 ▲ 232 ▲ 461 ▲ 249 ▲ 274 ▲ 524 ▲ 986 ▲ 341 ▲ 113

▲ 4 ▲ 16 ▲ 21 ▲ 28 ▲ 34 ▲ 63 ▲ 85 ▲ 11 ▲ 6

6,009 5,811 11,821 6,299 6,116 12,415 24,236 7,276 1,267

559 626 1,186 457 467 924 2,111 712 152

ラ

イ

ナ

ー

＆

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

事

業

その他

自動車

ドライバルク

エネルギー

定期船

1Q

比較

増減

物流

2025年度 2026年度

消去・全社

連結
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経常損益 前年同期比増減分析

(単位：億円)

要因別分析 事業別分析

1Q決算

（億円）

為替 77
今期 159.89円/$

14.57円の円安

燃料 ▲ 27
今期 $722.71/MT

$144.11/MTの上昇

市況変動・

取扱量増減等
57

ホルムズ海峡封鎖による影

響、M&A後ののれん償却費　

等

為替差損益  45

その他 ▲ 1

合計 152
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2. 2026年度 通期業績予想

通期業績予想（前回予想比）

業績予想

売上高 2兆8,810億円 （＋2,760億円 上方修正）

経常利益 2,500億円 （＋650億円 上方修正）

親会社株主に帰属する

当期純利益 2,400億円 （＋450億円 上方修正）

株主還元 配当（一株当たり） 中間 120円（予）| 期末 120円（予）| 年間 240円（予）

（中間・期末配当共に前回予想から20円引き上げ）

• 株主還元の基本方針である連結配当性向40％を目安に決定

自己株式取得
• 投資機会と事業環境を勘案し、機動的な追加還元の実施を検討

＜業績予想の前提＞

• 中東情勢の緊迫およびホルムズ海峡封鎖：  

2026年９月末まで継続

• スエズ運河迂回に伴う喜望峰ルート利用：

2026年度を通じて継続
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2. 2026年度 通期業績予想

10

定期船 830億円（＋340億円 上方修正）

第２四半期以降も期初想定を上回る運賃市況を見込むことから、

通期の利益水準は期初予想を上回る見通し

物流 ▲10億円（▲10億円 下方修正）

事業拡大を見据えた費用の増額を見込む

航空・海上貨物取扱事業

堅調な荷動きを背景に、取扱量および単価が期初想定を上回る見通し

ロジスティクス事業

北米における取扱量の減少を見込んでいること等から、

通期の利益水準は期初予想を下回る見通し

業績予想

セグメント別（経常損益 前回予想比）
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2. 2026年度 通期業績予想

11

自動車 810億円（▲30億円 下方修正）

ホルムズ海峡封鎖が期初想定よりも延長することを見込み、

利益水準は期初予想を下回る見通し

ドライバルク 360億円（＋220億円 上方修正）

第２四半期以降も期初想定を上回る市況を見込むことから、

利益水準は期初予想を上回る見通し

エネルギー 560億円（＋80億円 上方修正）

VLCC・VLGC

市況は期初の想定を上回る水準で推移する見込み

LNG船

中長期契約による安定収益に支えられ、堅調に推移する見通し

（補足）

その他 利息費用の各セグメントへの配賦方法を変更

（「その他」セグメント：前回予想比約15億円の増益要因）

全社 従来全社に計上していた業務改革費用を各セグメントへ配賦

（「消去・全社」セグメント：前回予想比約30億円の増益要因）

業績予想

セグメント別（経常損益 前回予想比）
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経常利益に対する感応度（ 2-4Qの残り9カ月 ）

為替レート ：1円の円安で約18.4億円の増益
                             （外貨建て持分法投資損益の換算は期中平均為替レートを採用）

燃料価格 ：＄10/MTの燃料油価格下落で約5.8億円の増益

12

通期業績予想（サマリー） 業績予想

（※）2025年度に係る各数値については、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の内容を反映した数値を記載

（億円） 1Q 2Q 上期 下期 通期
1Q

(実)
2Q 上期 下期 通期

売上高 6,009 5,811 11,821 12,415 24,236 7,276 7,124 14,400 14,410 28,810 4,574 2,760

営業損益 339 258 598 787 1,386 577 443 1,020 830 1,850 464 400

経常損益 559 626 1,186 924 2,111 712 888 1,600 900 2,500 389 650

親会社株主に帰属する

当期純損益
502 480 983 1,134 2,117 671 879 1,550 850 2,400 283 450

為替レート ¥145.32 ¥147.04 ¥146.18 ¥154.27 ¥150.23 ¥159.89 ¥157.00 $158.45 $156.00 $157.22 ¥6.99 ¥2.22

燃料価格（全種） $578.60 $558.15 $568.27 $511.72 $539.11 $722.71 $784.22 $753.46 $729.42 $741.44 $202.33 $0.36

前回

予想比

（通期）

2025年度(実績) 2026年度(予想)
通期

増減
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通期業績予想（セグメント別） 業績予想

（上段）売上高 （下段）経常損益

（注1）2025年度に係る各数値については、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の内容を反映した数値を記載
（注2）2026年度１Ｑより、報告セグメントの区分を一部変更。2025年度のセグメント情報も組替再表示

- 従来「ライナー＆ロジスティクス事業」に含めていた航空運送事業は「その他事業」に含めて表示
- 従来「エネルギー事業」に含めていた燃料炭事業は「ドライバルク事業」に含めて表示

（注3）2026年度１Ｑより、費用配賦方法を一部変更。2025年度のセグメント情報も組替再表示
- 「全社」費用の一部を各セグメントに配賦する方法、各セグメントに帰属する利息費用等を配賦する方法を変更

(億円) 1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期 1Q 2Q 上期 下期 通期

445 454 899 458 450 909 1,809 471 474 945 885 1,830 21

120 212 333 25 102 128 461 100 520 620 210 830 369

1,852 1,956 3,808 2,137 2,101 4,238 8,047 2,711 2,694 5,405 5,440 10,845 2,798

32 30 62 28 2 31 94 ▲ 24 4 ▲ 20 10 ▲ 10 ▲ 104

1,280 1,259 2,540 1,414 1,314 2,728 5,268 1,443 1,427 2,870 3,020 5,890 622

288 201 490 270 196 467 957 168 172 340 470 810 ▲ 147

1,358 1,435 2,793 1,541 1,439 2,980 5,774 1,748 1,617 3,365 3,255 6,620 846

▲ 27 12 ▲ 15 47 77 124 109 194 96 290 70 360 251

481 498 979 526 591 1,118 2,097 667 603 1,270 1,230 2,500 403

120 182 303 96 124 220 523 239 111 350 210 560 37

819 440 1,260 471 492 964 2,224 574 606 1,180 1,165 2,345 121

29 4 33 17 ▲ 1 16 50 45 15 60 30 90 40

▲ 228 ▲ 232 ▲ 461 ▲ 249 ▲ 274 ▲ 524 ▲ 986 ▲ 341 ▲ 294 ▲ 635 ▲ 585 ▲ 1,220 ▲ 234

▲ 4 ▲ 16 ▲ 21 ▲ 28 ▲ 34 ▲ 63 ▲ 85 ▲ 11 ▲ 29 ▲ 40 ▲ 100 ▲ 140 ▲ 55

6,009 5,811 11,821 6,299 6,116 12,415 24,236 7,276 7,124 14,400 14,410 28,810 4,574

559 626 1,186 457 467 924 2,111 712 888 1,600 900 2,500 389

ラ

イ

ナ

ー

＆

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

事

業

定期船

事業セグメント 2025年度（実績） 2026年度（予想）
通期

増減

ドライバルク

物流

自動車

連結

エネルギー

その他

消去・全社
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(億円) 上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

 900  855 1,755 945 885 1,830  45  30  75

 140  350 490 620 210 830  480 ▲ 140  340

 4,895  5,010 9,905 5,405 5,440 10,845  510  430  940

▲ 20  20 0 ▲ 20 10 ▲ 10  0 ▲ 10 ▲ 10

 2,735  2,935 5,670 2,870 3,020 5,890  135  85  220

 400  440 840 340 470 810 ▲ 60  30 ▲ 30

 2,785  2,835 5,620 3,365 3,255 6,620  580  420  1,000

 70  70 140 290 70 360  220  0  220

 1,125  1,145 2,270 1,270 1,230 2,500  145  85  230

 250  230 480 350 210 560  100 ▲ 20  80

 955  930 1,885 1,180 1,165 2,345  225  235  460

 50  20 70 60 30 90  10  10  20

▲ 545 ▲ 510 ▲ 1,055 ▲ 635 ▲ 585 ▲ 1,220 ▲ 90 ▲ 75 ▲ 165

▲ 60 ▲ 110 ▲ 170 ▲ 40 ▲ 100 ▲ 140  20  10  30

 12,850  13,200 26,050 14,400 14,410 28,810  1,550  1,210  2,760

 830  1,020 1,850 1,600 900 2,500  770 ▲ 120  650

ラ

イ

ナ

ー

＆

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

事

業

定期船

事業セグメント 前回予想 今回予想 前回予想差

ドライバルク

物流

自動車

連結

エネルギー

その他

消去・全社

14

通期業績予想（セグメント別・前回今回予想比） 業績予想

（上段）売上高 （下段）経常損益
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NSユナイテッド海運株式会社の

普通株式に対する公開買付けについて

3.

15
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本取引の意義

重要顧客を基盤とする安定収益の取り込み1

⚫ ドライバルク輸送は、世界の海上輸送量約130億トンのうち約60億トンを占める海上輸送市場の最大セグメント

⚫ 鉄鉱石・石炭・穀物等の世界経済を支える基礎物資の輸送を担う社会インフラとして重要な事業領域であり、

今後も安定的な需要が見込まれる

⚫ 両社の船隊を組み合わせることで、ケープサイズバルク領域において世界トップクラスとなり、船隊規模を活かした戦略的

な取り組みを推進できる体制を構築

⚫ NSユナイテッド海運が有する鉄鋼原料輸送を中心とした重要顧客基盤、長期取引関係、高品質な輸送サービスを取り込むこ

とで、海運市況変動の影響を受けやすい事業環境下においても安定的な収益基盤を強化

⚫ 継続株主・重要顧客との関係維持は、NSユナイテッド海運が築いてきた長期的な信頼関係を維持・深化させるための重要な

基盤

⚫ 本取引により、既存の安定的な輸送需要を継続的に取り込むだけでなく、顧客の脱炭素化ニーズやサプライチェーン高度化

ニーズを的確に把握し、中長期的な協業機会の創出

⚫ NSユナイテッド海運が有する国内トップクラスの内航事業を取り込むことで、外航事業との接続性を含めて、

鉄鋼・エネルギー・資源輸送を支える国内物流基盤を強化

⚫ 次世代技術の実装や海技人材育成のプラットフォームとしても内航事業を活用し、内航事業のみならず外航事業の中長期的

な競争力向上も実現

大規模かつ底堅い市場におけるプレゼンス拡大2

内航・外航事業の連携による物流基盤・次世代海運基盤の強化3

16
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本取引の概要

17

案件の概要 対象会社の概要

対象会社 NSユナイテッド海運株式会社

ストラクチャー

① 当社によるNSユナイテッド海運の株式の全ての取得を目的とし
た本公開買付け

② 日本製鉄が所有するNSユナイテッド海運の株式の一部の取得を
目的とした、NSユナイテッド海運による自社株公開買付け

③ 当社が本公開買付けによりNSユナイテッド海運の株式の全てを
取得できなかった場合に行う、NSユナイテッド海運の株主を当
社および日本製鉄のみとするための一連の手続

想定買収総額 1,568億円

公開買付価格
本公開買付価格：10,600円
本自社株公開買付価格：7,676円

想定
スケジュール

✓ 2026年7月31日： 予告TOB公表
✓ 2026年11月下旬～12月下旬：本公開買付けの開始
✓ 2027年1月上旬： 本自社株公開買付けの開始
✓ 2027年4月中旬： 株式併合の効力発生

本件のスキーム図

設立日 1950年4月1日

本社所在地
東京都千代田区大手町二丁目3番2号
大手町プレイスイーストタワー5階

代表者 山中 一馬

従業員数 連結669名、単体261名（2026年）

運航船
◼ 外航130隻 (総重量: 13,069千重量トン、2026年)

◼ 内航81隻 (総重量: 243千重量トン、2026年)

事業内容

◼ 外航海運事業：製鉄原料を中心とした撒積み輸送に加え、
LPG輸送、貸船も展開

◼ 内航海運事業：NSユナイテッド内航海運、NSユナイテッ
ドタンカーにて、国内の撒積み輸送、タンカーによる
LNG・LPG輸送、貸船を展開

対象会社財務情報
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外航海運 内航海運

売上高（億円） EBITDA（億円）



©NYK Group. All rights reserved.

本取引のシナジー

18

ドライバルク船隊規模拡大による配船最適化・調達力強化1

脱炭素化に伴う新たな輸送需要の獲得2

内航・外航事業の連携による物流基盤・次世代海運基盤の強化3

人材・海外ネットワークの相互活用による成長基盤強化4

◼ NSユナイテッド海運グループの運航船舶211隻と日本郵船グループの運航船舶414隻を統合することで、
世界トップクラスの船隊規模を実現し、配船最適化、稼働率向上、調達力強化等を通じた競争力・収益
力の向上を追求（運航隻数は2026年3月末時点）

◼ 還元鉄、バイオマス燃料、スクラップ、液化CO₂、アンモニア、水素等の脱炭素関連貨物輸送分野に
おいて、両社の技術力・輸送ノウハウ・顧客基盤を結集し、成長市場における案件獲得力を強化

◼ メタノール・アンモニア二元燃料船等の環境対応に関する技術知見・運航ノウハウを共有することで、
次世代船への投資効率向上と脱炭素輸送需要への対応力強化を実現

◼ 国内外における船員不足や成長地域での輸送需要拡大に対応するため、両社の人材基盤、教育・育成
体制、海外ネットワークを相互活用し、船員および専門人材の最適配置と成長領域における人材確保
を推進

◼ NSユナイテッド海運グループが有する内航事業と、日本郵船グループの外航輸送、陸上輸送・倉庫管
理等の物流機能を融合することで、顧客のサプライチェーン全体を支える総合物流サービスの提供力
を強化

◼ 内航事業を次世代技術の実証・実装および海技人材育成の基盤として活用することで、内航事業のみ
ならず外航事業の中長期的な競争力向上も実現

既存事業の安定的な利益貢献に加え、
PMIを通じたシナジー創出により、中長期的な収益力向上を目指す
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2026年度

（前回予想）

2026年度

（今回予想）

有利子負債（億円）  17,280  18,410

自己資本（億円）  30,360  31,800

自己資本比率 54% 53%

　(含 傭船料債務) (48%)​ (48%)​

ROE 6.4% 7.7%

営業CF（億円）  2,640  3,065

投資CF（億円） ▲ 7,600 ▲ 9,000

◼ 本取引に係る投資額および最新の業績予想を反映した主要指標の状況

本取引の影響を加味した主要指標の状況

主要財務数値
中期経営計画における

キャッシュフローの状況

最新数値
（億円）

前回予想
からの増減
（億円）

Cash In 25,000II ＋400

財務CF 6,100～ 0

営業CF 16,900～ ＋400

手元現金 2,000II 0

Cash Out 25,000II ＋400

自己株式取得 4,800II 0

通常配当 4,000II ＋100

投資CF 16,200II ＋1,400

マネジメントアロケーション 0～ －1,100

本取引の投資額は2026年度に全額反映、B/S連結は2027年度以降の前提

※1) 前回予想は2025年度通期決算発表（2026年5月11日公表）における見通し

※2) 傭船料債務試算額：約7,000億円を加味

※1

※2
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※1
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